
)蕊史地:flH''-'[:野外liJl究第15サ } ~}8 2012 

大正期~昭和後期の葉山町堀内地毘における

地元住民による別荘地経営の展開

花木宏直・福田 綾・水島卓磨.5.崩;畢祐介

: はじめに

神奈川県の相模湾沿岸に広がる湘南地方では，

l明治期より別荘地や海水浴場が展開し今日も関

東地方有数の沿j宇部の行楽地となっている O 持i]南

地方1) で最も東に位置する葉山2)でも，明治10年

代におけるベルツi専士やマルチーノ公使をはじめ

外国人の別荘を端緒として，沿岸部には華族の別

荘が建ち，明治27年(1894)には葉山is:IJ用邸も造

営された。次いで、宮家等の別荘が多く建てられ，

軍人や経済界の要人等の別荘も展開した。一方，

葉山にある別荘地の数は，大正~mから i昭和初期に

急増し3) 昭和 8~9 年(1933~34) 前後が最も

多かったIj)。当該期における葉山の別荘地の特性

として， UJ腹へ貸地や貸別荘が展 I~~J し中間層'))

による避寒や転地療養を I~I 的とした手IJFli が増加し

た6)。つまり，葉山の別荘地の特性を検討するた

めには，大正期から昭和中期における別荘地の展

開に注目することが必要である O

葉山をはじめ，湘1菊地方の別荘地に注目した研

究は，地方史や建築史を中心に，数多くの蓄積が

ある 7)。また，持13南地方のほとんどの自治体史に

おいては，別荘地について言及されている8)。こ

れらの研究の多くは， I~U荘，海水浴など， i[~1 別

のテーマや，鎌倉，鵠沼，江の島，大ii幾なと¥限

定された地域をあつかうことが多く，総合的に沖11

潟地域一帯をあつかったものは意外と数少ない」

と指摘されるように9) 自治体の範囲内における

別荘地の分布や利用者の属性，建築様式等につい

ての偲別の検討にとどまるものが多い。一方， i1:13 

南地方を総体的に検討した研究もみられるが10)

訪日南地方を一括して別荘地の特性が検討され， ii:!j 

T-fj地方の中での詳細な地域性については十分検討

されていなし，)0 

また，先行研究では，別荘地化の初期jに成立し

た別荘地や.著名人が利用する別也建築様式

に特徴がある ~IJ;H:地に注目した研究が数多くみら

れる 1])。しかし，別荘地は近代Wjを通じて展開し

ていることから，別荘地の特のi時代表や地j戎去

を十分考慮する必安がある。先行研究では，現在

の鎌倉市や藤沢市，大磯IHTなどの個別の地j戒を対

象として，別荘地の11寺代i玄分についての検討がな

されている 12) これらの研究では， (1)1明治後1lJJ以

前の宿裕層による別荘地，⑦i明治後WJから大正12

4三(1923)の関東大震災にかけてのI:IIII:¥J)討による

別荘地ー③関東大淀災から|昭和初期にかけてのr(~1

間層による別荘地と宅地化の展開という，おおよ

そ共通した11寺代1:><:分がよFされている。大正WJから

昭和初期の湘南地方では，鉄道の延伸や，鉄道会

社の宣伝と結びついた海水浴の普及と関わり，別

荘地から海水浴行楽地へと大衆化が展開した1:3)。

さらに，社!j南地方に|浪らず，大正期からlli:5和初期

には，軽井沢や箱根といった高原避暑J忠も含め

て，関東地方周辺の別荘地で中間層の利用が増加

した11j)。本稿の対象とする葉山でも，大正WJから

昭和初期に別荘地の数が最も多くなった。つま

り，大正期から昭和初期に注目し検討すること

で，従来の研究では十分明らかにされてこなかっ

た，近代期における別荘地の利用が最も普及した

時期の特性を明らかにすることができる O

一方，大正期から昭和初期における別荘地の大

衆化は，鉄道の普及や中間!曹の隆盛といった，時

代状況や別荘地の利用者側の要因だけで生じたの

ではなし 1。そもそも，別荘地には，地元住民の宅
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地や良二地，林地も混在している O 地元住民は. ~Ij 第二次世界大戦後における，地元住民による貸家

荘地への土地売却や貸地 貸家 貸Fdj 手伝人や や貸間の経営と，別荘管理人をはじめ別荘地をめ

大;仁庭師といった別荘地の維持管1理の請負，食 ぐる生業の実態についても検討する O

料品等の小売業で、の得意先の拡大をはじめ，別荘

地をめぐるさまざまな生業をつくりだした。ま E 潟南別荘地の地域特性と堀内地区の位置づけ

た，地域の祭礼をはじめ，別荘地の利用者と地元

住民との!討にはさまざまな交流もみられた。つま

り，大正期から昭和初期における別荘地の大衆化

は，地元住民による別荘地をめぐる生業の展開と

大きく関わっていた。

さらに. Hjj和初期をピークに別荘地の数が減少

し，第二次世界大戦後は大学の合宿所や企業の保

養所，宅地への変化がみられた。この点につい

て，先行研究には，別荘地が衰退したと指摘する

ものもある O しかし，地元住民の視角でみると，

第二次位界大戦前後を通じて 土地や家屋を別荘

地や保養所として貸していることに変わりはな

い。つまり，別荘地の利用者だけでなく. ~IFi主地

にj苦住する地元住民の視角から，別荘地の成立と

展開を検討することで，先行[JJI:究とは異なる別荘

地のl時代区分や地j或差を提示することができる O

tJJこを踏まえ，本稿では，大正期から昭和後期

の葉山IIlT堀内地区における，地元住民による別荘

地経営や別荘地と関わる生業の展開を検討する O

従来の先行研究には 日記や利用者への直接の

開き取りや，文学作品を)=I=Jいて，別荘地の利用実

態を詳細に復原したものもみられる 15)。しかし，

地元住民への聞き取りや古文書の分析を通じて，

地元住民の視角から別荘地の展開を検討したもの

は少ない16)。そこで，本稿の方法として，まず，

旧版地形121や案内記等を)'fJし1て，市n有地方におけ

る別荘地の展開と，別荘地の景観の地域差，堀内

地区の位置づけを検討する O 次に. Ij司き取りと土

地台11援をもとに，大正期から|昭和初期における別

荘地の成立過程と利用の実態について検討す

る。 続いて，摂内地区の地元有力者であった葉山

家と森戸神社の古文書を)若いて，大正期からi昭和

初期における地元住民による別荘地経営や別荘地

をめぐる生業の展!?ト1.地元住民と別荘利用者との

関jつりを検討する D さらに. !jrJき取りをもとに，

1 )湘南別荘地および逗子・葉山の離要

神奈川県三浦郡葉UJIHTは，三浦半島の l宇部西側

に位置し平成23ij三 (2011)現在では総人口32.874

人を有する O 西部は相模湾に臨し北部は逗子市，

東部と南部は横須賀市に隣接している(第 l図)。

また，訪日南地域の最東端ともいわれる O 東部には

傾斜地がみられ，西部には南北に約4.6kmの海岸

線が展開し鐙摺や森戸，一色，大浜，長者ヶ jll奇

をはじめ海水浴場が展開する O

業U-lの気候は. 2月の平均気温が10.2度と，社、11

南地域のなかでもとくに暖かい。 8丹の平均気温

は21.2度で，夏季の雨量は少なく，海水浴場とし

て好条件となっている O 海岸が西に開けているた

め，冬季はT~î南または西の季節風が強しヨ。 地形と

しては，三浦半島の'4=1;市山地より下山川や森戸JII

が流れ，低地に農地や集落がみられる O

明治前期以降， 日本において海水浴場が設けら

れるようになった。 明治18年(1885) 8月，

第 1!I{] 研究対象地域
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軍i去の松本 )11i~の推奨により.神奈川県中郡大磯

村(現大磯町)に関東で、最初の海水浴場が設置さ

れた。続いて，医師の長与専粛の推奨により鎌倉

地区にも開設された O さらに，茅ヶ 111奇をはじめ，

湖南地方を中心に次々と海水浴場が設けられるよ

うになった。葉山周辺では 明治20年代に，陸軍

医の石黒忠恵によって，逗子17)~こ海水浴場が開設

された18)。石黒の自伝『懐旧九十年jには，当時

の様子が以下のようにImitiJiされている O

明治三十五年の夏，私は始めて逗子の新宿の浜

で海水浴をしました。海水浴については松本)11長

先生が大{践を唱道せられてから，

鎌倉を称揚されましたが，海軍軍医大監の矢野

義徹君と長谷川泰君および私はこのこか所に比

して逗子の新宿の浜が遠浅で • ?Eミが静かで¥水

が締麗で，浜がキITI砂で¥貝殻や砂利や泥がない

ので最も良い海水浴場であると主張したのが，

そのn寺よりすでに十年も前でありました19)

業し i豆子は外国人や政治家や実業家の別荘地と

して急速に開発され. r養子中亭」をはじめ旅館も

設置された。明治275f. に発行された桜井ifí~-編

f東海道鉄道遊賞旅行案内jには子駅jの項

目がみられ.当H寺の逗子や葉ILJについて以下のよ

うに記されている。

養ネIjl亭ト云ヘルハ停車場ヨリ同凡ソ八一 I~' 九 IH} ニ

ヂヒリテ海浜眺望住ナル場所ヲ選ヒテ建築セリ，

又日 1\.会茶屋ハ吏二三 11可許ノ f~[ÎjjIT¥ j-XJ村ノ i二!ニアリ

而シテ養ネ111亭ノブJJ設モi1u':ニ近接スルヲw、テi1u:水

浴ノ¥此亭ノ方特々便宜ナルカ如シ，此Jiliノ¥全i(!I

江ノ島ヲ関テテ市岳ト相対シ泊~I自立伊豆ノ 1;若 111 其

南部ニ述 1) 天城ノ Ih行)\Jtft~jf出ニ然タルヲ以テ

Htlj日企メテ美シク IIH~ 々 -，，~...シキn'lj己ナ

ラス四 11寺共ニ遊覧ニ立シト云フ可シ，又此辺

処々 ;古豪ノ!日Ij:H:ア1)j川内村ヲ絞海iF~ニ沿ヒ往ク

コト Fしソ-'}:'1lf余ニシテ長者認iト云ヘルjiji'アリ T

此地モ亦海水浴ニ'IiシクーIIツ111神ij:ノ風色モ能プj

ナレパ逗子地方巡遊ノ タピ節ヲ曳クノ 1yY1iH

また，石黒が『毎日新開jに明治30年(1897) 8 アリ 22)

月813より 2213まで 51IUにわたって連載した

子紀行Jには. tj、Fのように記されている。

余は児女に海水浴を取らせん為めに東京近所汽

の使ある地にて海水浴に適する所を選ひし

に，此逗子海岸を最も良と認めたり， (中I!洛)• 

余は海軍々医大監矢野氏と共に頗る此所を好

み，明治二十二年に矢野氏-長谷川氏と共に此

処に掌大の地を IWj' ひて，後来別~;t を築かんと企

て策を楠へ土手を築き芝を植えたりし20)

このことから，石黒が逗子を海水浴場として利用

し始めた時期は. 1:V=j治20年代前半から半ばとみら

れる O 一方，葉U-Iでは，明治10年代に， イタリア

のマルチーノ公使やドイツのベルツ|専士といった

外国人による別荘地の開設や海水浴の利用，明治

27年(1894)の葉山御用邸の建設を契機として，

近代期を通じて多くの別荘地が建設された2])。

明治22年(1889) 6月に横須賀線の逗子釈が開

つまり，この資料では， r 養ネI!l と~J を起点として

逗子や葉山をh可避する経路が想定されていたりま

た，明治33 :i~三(1900) に刊行された徳富麓花の小

説「不如帰」をはじめ 達子を舞台とした文学作

品も成立したD さらに明治39年(1906)に逗子

駅は改築され，本通りに商J;S街が形成されて，明

治45年(1912) には逗子海岸で初の海I~I'Jきが行わ

れた 昭和 4年(1929)には， El帰り客や短期

滞在者の増加lに伴し 1 鉄道省による「海の家jが

開設された。このように，達子や葉U-Iでは明治

中期の鉄道の 1~ll業と 外国人や医師等による別荘

地や御用邸の開設を契機として，別荘地が展開し

た。

2 )案内記にみる逗子・葉山の位寵づけ

第 l表は，近代文Ijに刊行された，逗子や葉111を

主に扱った案内記24)を示したものである O 第 l表

から，刊行年次に注目すると，主に明治30年代や
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第 1表 逗子・葉111を主に扱った案内記

題名 !J¥)坂年次
編著者 出版者

氏名

i亘子案内誌 明治30 1897 高田乙三

三iHi大観 明治39 1906 佐藤善治郎

j~子と葉山 大正 2 1913 増島信7!7

逗子八景
大正12 1923 山崎im義

業iJ-Iの史蹟

逗子とニim
H百和 3 1928 逗子11fT役場

鳥l敵Isg]
歴史から見た

1I?j和 5 1930 森戸千Ijl社
逗子葉iJ-I案内

注) ~2:t闘は記載のないことを示す。

大正後期から昭和初期に刊行されている O 編著者

や出版者に注目すると，明治30年に刊行された

f逗子案内誌jは東京市の編著者や出版者による O

一方，明治39:9三に刊行された『三浦大観J以降

は，三浦半島在住の編著者により，一色地区のi富

市や逗子Il!Tの議:自，返子Il!T役場によって刊行され

た。とくに，昭和 5年(1930)の史から見た

逗子葉山案内』については，森戸イ111社が編者とな

り，招内地区の書);5で刊行された。つまり，逗子

や葉山にて7JIJ荘地や海水浴が定着していく中で，

地元住民による別荘地や海水浴に関わる生業の l

っとして，逗子や~LLiの編著者や出)(反者による案

内記の刊行が展開した。

次に，これらの案内記より，逗子や葉山の別荘

地や海水浴に関わる記述に注目する o r J豆子案内

記Jには，逗子の海水浴場について， 1名高き逗

子の海浜海水浴場」ゃ「逗子の海水浴が天 f?!l.号

双Jと記されている o 1養村1，亨:Jについての項目

もみられ， 1浜辺の海水浴場より帰り来ればj到

着することや， 1後は恰かも海水浴jjるに当たれる

湾口を望みてj民色太だ佳なり Jと記され，治:水浴

場に隣接した立地が評価されている O 一方，葉山

では，堀内地区の「森戸のiiHJについて， 1風色の

絶住なるにネ111)立き魂と番とするのあるべし」と

記され， さまざまなj英詩が紹介されるが，海水浴

住所 名称 住所

東京府東京市
1洋書:城 東京府東京市!ヨ

ネIjlEEl区鎌倉II!T 本橋区本石IlfJ

松林堂支j百
神奈川県二iI首都

淳子u汀淳子

神奈川県横須 松林堂書庖/
神奈川県三浦郡

安市深田 鈴八日当j苫
逗子町逗子/葉

11F付一色

神奈川県ニiili
逗子八景社

神奈川県ニ;m1tl¥
君1¥逗子urr逗子 逗子IllTj豆子

神奈川県ニim
逗子II!T役場

神奈川県ニ;nnilj
君[j逗子11可逗子 逗子II!J逗子

神奈川県ニim
辛_.子rm堂;;i.:m書tJ;!1 神奈川県ニ;m1tl¥

1m葉山Il庁堀内 葉山II!T塀内

(各資料をもとに作成)

については記されていなし」堀内地区にある旅館

「日蔭の茶屋J(Ej彩茶屋)や下山仁i地区にあった

旅館「長者間J.下山口地区の「長者ケ lli奇」につい

ての項目もみられ，景勝地として記されるものの，

海水浴については記されていない25)0 r三ii巨大観』

でも，逗子については「鎌倉，大磯と鼎立して司lJi有

の三大海水浴場と称せらる」と記されるが，葉山

については「海水浴場と別荘とは鎌倉大磯には及

ばざれども処々にあるjと記されているお)。さら

に， r歴史から見た逗子葉1上i案内jにおける「逗子

海水浴場Jについての項自では 「有名な達子海水

浴場Jや「近時交通の発達に共に此の地に避暑す

るもの年毎に多きを7JIJへ京浜人士のi習には遠浅で

浪穏かな稚児の浴水に適すと云ふので其の名を9JI

られている」と記されている O また， 1葉山{iij:水浴

場森戸浜jという項目もみられ， 1湘南総ーの

勝Jと景勝地として紹介されるが，海水浴につい

ては記されていない。 Ij支者ヶ崎Jについても，

Il券地として記されるものの，海水浴については記

されていない2il。

第 21ヨは，第 l表で注目した案内記や，昭和初

期に作成されたとみられる森戸神社社務所開IJ絵

より，葉山堀内地区の海岸を示した写真を

まとめたものである O 第 2IZlから， r歴史から見

た逗子葉山案内』では海水浴客で、賑わう光景がみ
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① f逗子と葉LL!J(大正 2年(1913)) 

② f歴史から見た逗子葉山案内j(lIjjf[15年(1930)) 

③内IJ絵葉書 (IJBT'II初期jヵ)

第 21:;:{] 堀内地区の海岸の光景

(各資料をもとに作成)

られる O 一方. r逗子と葉Ildでは，海牟水浴客で、賑

わう光景ではなく，富士山を背景として，右手に

砂浜.左手に森戸神社の社叢や岩場という構図が

認められるお)。とくに. r1d:1l絵葉書jについて，堀

内地i玄の海岸を中心に写しており，海岸に沿って

別荘地や垣根がみられる O また，砂浜と別荘地の

中間に海水浴更衣所とtit察される建物があり，砂

浜には海水浴客とみられる人物と，その人物が手iJ

j召していると推察されるパラソルもみえる O これ

らの点から，問Il絵葉書iの写真は，海水浴の行

われる夏季かその前後の時季に撮影された可能性

が高いが，海岸は閑散としている。

つまり，明治中期から昭和初期にかけて.逗子

は別荘地や海水浴場として経盛していた。一方，

葉山にも別荘地や海水浴場が展開し景勝地とし

ても著名であった。

亜 大正期~昭和初期における別荘地の展開

1)地元住民による別荘地経営

第 31:illは，大正12il三(1923) に作J&された「葉

山村堀内別荘貸家貸l古川知苫位置案内 111告i玄IJをもと

に，大正後期の招内地区における別荘地や貸家

旅館等を示したものである O 別荘地の立地にoニ1]

すると，森戸海岸付近といった沿岸部に加え，沿

j半音1)とLLJJlliの仁|コ 1M]にも j民間している O 大TE8 ij三

(1919)に作成された「日Ij荘銘J:幻によれば利)IJ

者の属性には皇族や侯爵ーも存在したが 'I~'，'吏ゃ j:l'1:

人，学者，弁護士，実業家等もみられた。また，

別荘地だけでなく，地元住民の経営する貸家や貸

11号と. )JIj荘を利用しない海水浴客等に対応してい

たと推察される旅館やホテルもみられた。このよ

うに，堀内地~では 中間層の利用する別荘地が

展開し地元住民による貸家や旅館業も成立して

いた。

第 4図と第 2表は 葉山家文書「土地賃貸借契

約書19)等の貸地に関する資料をもとに，大正則

前後の葉山家による貸地経営を示したものであ

るO 葉山家は，近世期には堀内村の名主を務め，

i明治期以降は醤11lJ醸造業に従事しており，地元有

力者にあたる O

別荘地経営の年次に注目すると，資料上は事官IJ

G の明治39i~三(1906) が初出であり，大正中W1以

降に件数が増加している O 別荘地の分布に注目す

ると，明治中期以前に I~~J9きされた沿岸部の別荘地

仁明治後期に開発された山手の急傾斜地にある

別荘地の中間に位置する，内陸部の緩傾斜地に多

くみられる O これらの場所の地図について，日iJ;j:E

「- J 一一



別荘地 φ i1家.i1tllJ 

曜善 良j渓・{失爵 重量 旅館・ホテノレ

@ : 1ii"吏・ 3広人 A 合宿所・保養所

@ 学者・弁務ゴご 壁麹 :宅地

φ 笑楽家・その他 D ・林地

ii'~ 4図の範囲

第 31~1 堀内地区の別荘地および関連施設一大正後期

(r葉LLi村堀内別荘貸家貸III}iffi}百位置案内!日告1:l1J(大正12年(1923)). r日Ij:H:銘録j

(大正 81!二 (919)). 1/10.000地 Jf~I:l1 r逗子Jr一色J(大正10年 (921))をもと

に作成)

J也の開発前は主に日31mであった。別荘地の面積

は，最も小さいものでは事例 1の171坪，最も大き

いものでは事例 Fの2，024坪であった。

利用者に注 I~l すると，東京市や横浜市周辺の居

住者を中心に貸地されていた。利用者の属性に注

目すると化学工業薬品商や醸造業，印刷業，文

房具i詣をはじめ， 1=1コi苛層にあたる人物がみられ

た。また，事例 Aの大学水泳部寄宿舎や，事例 C

の繊維会社をはじめ 大学の合宿所や企業の保養

所としても貸地されていた。利用条件として，賃

- 6 -



日ii:fl'(
110 

(坪)

A 406.9 

13 937.0 

C 1. 468. 0 

270.4→ 
D 

646.8 

331. 0 

2白 024.0

G 624.25 

H 
286.0→ 

136.0 

171. 0 

〆 v
a 、
、も、'

、、も← 

r 

，匂，♂
-、l:~‘ t、，、

-匂m ，噂、

‘" ~ ~. " -ヨ白z丈:;;-...;、

‘~..:二よ
、 t
、司
丸

、、、
、

、

r 、

第 41z1 葉山家の貸別荘地

O~山家文書: I土地賃貸借契約書J等。土地合111K，

10年 (921))をもとに作j&)

1/10，000地JI三l:xli':igi-J (大Ii':

第 2表

賃貸料

(PJ) 

0.09 

0.03 

0.02 

( )→ 

0.55 

0.05 

0.04 

.11ニ24.94

0.06→ 

0.07 

0.02 

注1)A ~ 1は第 2表に対応する。

注 2)1の位i査は推定である。

葉山家の別荘地経営

WJI浪 開始年月 [1 利用者

10ijご
大jE4 :q=: (915) 

大手: (東京市芝区三日j)
2月12i:l

20:¥jミ
大正 9:q:-: (920) 

( )→(  ) 
7 J=J 1 [1 

1Oil: 
大正10ijコ 092])

繊維会社(東京市京橋区銀座尾張町)
6月 11ヨ

( )→ 大正 8:¥j三 (919)
化学工業薬品問(東京市日本橋区本

20:¥j三 7月 1日
石IIIT)→醸造業(東京府最多摩郡中貯

11汀Illmy.)

20ij"'. 
大正10年 092])

(京京市日本稿13:ノj、i王II!)(II汀)
10月 11:1 

20:¥jミ
大正1211=:(l923) 

(東京市1:1本橋|豆/J、伝馬111]")
5月 1El 

iりJi台3911::(906) (織iJUIWr~野 11汀)

20ir::→ 大1E1111三 (922) r:111j;IJ 業 (*}t~ïlï麹IIrrl3:有楽111]')→文

2011"- 1 1'J 1 1::1 窃具商(東京市芝l豆今入illT)

( ) 
Iり]治4111ミ (908)

土木;詰負業(東京TIi麹IHTIR紀尾井町)
II月18日

fi/H考

水泳部寄宿舎，大 i114年 (1925)12 n 30 
日 10ij三IIlJ契約延長

1:1:1途解約となり利用者交代

会担保安jiji'ヵ

大正12.1ド (1923)1月!日平1))11者交代

大 d~11ij三 (922) 3 )'J 31 Eliijヰ約

賃貸料は最初の 3il・IIU，次の 3.1FIiUO. 06 
次の 3:¥f:-IIiJO. 07， 次の 3iFIIiJO. 10 

大正14:4ミ (925)jiJiio約

大正12ij三 (1923)4 JJ 4 [:J fiJi{o約。大 il二14
年 (925)7月 11=1契約

(葉U.I家文書「土地賃貸借契約書j等をもとに作成)

注 1) 110.は第 41z1に対j志する。

112) 賃貸料は 1坪. 1月当りの金額 (IT]) を示す。「年Jは 1年当りの総額 (ITJ) を示す。

注 3)罰積と賃貸料、 JUj1民利用者の矢印は.利用者が交代した際の変動を示す。

u:4) ( )は記載のないことを示す。
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貸料は 1坪当り月 2銭から 21司8銭程度であり，

10年または20年契約であった。ただし，事例 Bで

は大正 9年(1920)に20年契約で貸地したが，解

約となり別の人物へ継続して貸地した。事例 Dで

は，大正 8年に貸地したが 大正12{1三には利用者

が変わり，改めて20年契約を結んだ。事例日で

は，大正11年(1922)に20年契約で貸地したが，

大正12年には解約され 大正14年(1925)に別の

人物へ20年契約で、貸地した。このように，契約期

間内に解約される事例もみられた。また，事例 F

では，資料上は大正12年に貸地したと記されてい

るが，昭和中期まで水田や遊水地であり，別荘地

としての利用はみられなかった。さらに，大正12

年という年次から 契約期間内で、のf拝約や契約の

不履行には，関東大震災の影響も大きかったと推

察される O なお，葉iJ~家の ~I日E:I也は貸地のみであ

り，土地の売却はみられなかった30)。

つまり，大正期から昭和初期には，地元有力者

の葉山家をはじめ，地元住民による別荘地経営が

展開したo *111家の経営する別荘地は，堀内地区

の沿岸部等の周辺の7JIj;i主地より後のH寺WjにIj出会さ

れた。また，利用者の交代が頻繁にみられ，別荘

地として開発されなかった事例も存在した。

2 )別荘の利用実態

次に，大正j1nから!昭和初期に別荘地の展開した

地区の l つであり，葉山家の経営する ~I日E地もみ

られた堀内地区東部に注目して，日Ij荘の利用

を検討する O 第5図と第 6図，第 3表は， 1鵠き取

りや土地台帳等をもとに，昭和10年(1935)にお

ける，坊j内地区東部の土地所有と土地平iJ)有を示し

たもので、ある D

まず 111手の )JIドI:r:地に注 '~I すると，明治後期か

ら大正前期にかけて，学者や医者， I=:I銀総裁等が

土地を購入し別荘地が成立した。また，事例 m

は， I昭和 3年(1928)以前は銀行経営者が別荘地

として所有していたが， Hjj手1]3年に東京市日本橋

区の不動産会社へ所有者が移転しIljj手[15 il三

(1930)に別の人物が取得した O つまり，別荘地

れた。

一方 緩傾斜地の別荘地に注自すると，

や弁護士，能楽的，製造業の従事者をはじめとす

る別荘地がみられた。これらの土地は守別荘地の

利用者により所有されていたものもあるが，葉山

家をはじめ地元住民からの借地もみられた。ま

た， I~i治期以前より居住する地元住民や，手伝人

等の紹介業に従事した住民もみられた。さらに，

宅地だけでなく，出地や:1:111:1也も混在していた。

次に別荘地の取得の経緯について，大正11年に

葉山家より別荘地を借地した α家の事例を!こ1:1心に

検討する O α家は代々 1:1づIS地方で酒造業を営んで

いたが，事情により後進にJ;Sを譲り東京に移住し

た。その後，新規事業で、成功し大If10年(1921)

には売上が最大となった。そして，大正11年に葉

山家より堀内地区の土地を借地し 7)1印:として利

用した。その際，現地の女性を手伝人として雇用

した。 α家の別荘地の利用については，主に夏季

の避暑が1=1二1心であった。夏季には α家の家族に加

え，経営する会社の関係者をはじめさまざまな来

訪者がみられた。また， α家には男子がおり，こ

の男子の転地療養も日Ij荘利用の要因の lつとなっ

た。つまり，大正jtJ1から昭和初期には， t:IJ 11~J 層に

よる別荘地の借地や， ~i~:t出療養を!ヨ的とした別荘

地の利用がみられた。

3 )別荘地をめぐる生業の展開

大正期から昭和初期にかけて，別荘地の増加を

に，地元住民は別荘地をめぐるさまざまな生

業に従事した。守屋家文書「官有地使用JJ}引等の

資料には，森戸神社のや11主を代々務める守屋家や

地元住民が，森戸ネ1j1社の境内を海水浴更衣所に使

用するi祭の申請書が多くみられた。第 71玄!と第 4

表は， r官有地使用l顔」等をもとに，森戸海岸に

おける海水浴更衣所を示したものである D

年次に注告すると，海水浴更衣所は，資料上は

l明治37年(1904)から大正 6年(1917)にかけて，

7~8 月に設置がみられた。立地について，年次

により相違がみられるが おおよそ森戸神社付近

の関与をには，東京市の不動産会社の関わりもみら の森戸 に立地していた。なお，大正12年の

8 -
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第 5121 堀内地区東部の土地内?有-Il日午1Il0年

(1935) -

(地籍121，ゴ二地台IIJJkをもとに作成)

- MJII 
100m 
--' 

第 61:;(1 堀内 Jili1又京古1)の L地ポIJ)IJ-11日手1110.11二

(1935) 

(IJFJきJI¥，(I)，J也絡1%1.十J也台11民をもとに{ノI:J&:)

注)a ~ nは第 3去と対)，じする。

第 3表堀内地区東部の宅地一昭和10年 (935)一

110 }舌住者 JT)[得1f;欠 取得形態 Jl;Z 1~Þ}:J、首íJの :IXì兄

東京Jtfj控多摩郡1:1:1g守IH]
醸造業 大11::1l11三 (922)

葉山家等より借地 1

日IJ;!EJ也 IHJ也a 
"1:1野 一部購入

Jjm内 明治J¥JJ以前からの地元住民

C 東京市麻布区本村 111] 311[，J被 大正 611三 (917) H1~'入 百Ijヰu也

東京r!iij)ミ1反|豆7kJlIll汀 1::1 銀総J夫 大正 511ミ (916) 購入 ~1j ~EJ也f.IlI J也

e 東京-m赤坂12<.青山南町 ~Mf{会社社長。 R~全1: :tJfミ等 Il日午11411"- (1929) lWt入 111J也):IllJjQ

f 東京fh-'-j二込区新小JlIIl汀 能楽師 制 1211三 (問7)ju持入 ~1J;lEJ也

g 掘!大j 昨セ日11¥lー主改ミ一 大正 811"- (919) 購入 )J Ij ~IJ也 IIIJ也

東京711ネ111m区松1tlllT 弁護j二 大1E8:'ij:. (]919) H蒜入 日IJ也知lIj也

l 東京市品)111三東品川 ~i.~:ìiλとkヰ tフ;r~二 大正111r-:(] 922) 1;~JJI家より {ff地 ijlj:iEJ也

地元住民より {11一地 EEI j也

東京T!i牛込12<.若宮町 生物学者 地〕盟学者。農学校講i:jji 大立二 711ミ (918)
葉山家等より11'l'iむ

EEI j也白 f.HIJjQ 

l二H持主入H色
1l東京市料i i決|出|会社社長 Il日手j]1011: (] 935) |別荘j也

111 東京Tlj本*J!目立駒込11署IIIT呉IJIl高 IlB手115 11'-(1930) 購入 自Ij荘i也

11 I東京市小石川区鴬能111]j医学:t壮 大学名誉教授 天皇陶芸|明治匂!日竺壁土~誌入 n万地 ):1lI地

ij二1) 110.は第 612lと対 j忘する。

注 2)属性は11(:3手IJlO年 (935) 当時のものを示す。

注 3)空j;I~!J は不明である。

(1mき11')(f) ，土地台IIJJt r 日本紳士銀j等をもとに作成)
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海水浴更衣所
(明治37年(1904)) 

海水浴更衣所
(J明治451]三 (912)) 

m 海水浴更衣所
(大正12ij"-(923)) 

休憩所
(明治29-大正 2il三 0896-1913)) 

密室重 別荘地・宅地

:ご二 i明治20年代後半までの幹線道路

第 71玄i森戸海岸における海水浴更衣所と休憩所

(守j芸家文書「官有地使用組J等， I葉山村堀内百Jj荘貸家貸11号i如苫位置案内 11I告I:i0J

をもとに作成)

第4表 森戸海~Jギーの海水浴更衣所

flii街 {史!TJi司令
IPil青年J'JIこi (IIlJ 反 (l月 WJIIlJ !lIHll!者 JIヨ 1L~

II玖 歩 ) 11J) 

明治 371904 7 10. 0.101 1240 7~8 月
守区:喜代太f!1¥，保証人大余波吉. 1511iJ x 1 IllJ = 2ヶ所 1 IIIJ x 111lj 
主;.!，ノI、1/什j.、ιiEyJ!ゴにコ! 1ヶ所

明治 371904 7 126 o O. 0.26 1. 040 8 }'J 
守j主 I~Ht 太l'!I\，保 iiiE 人大倉i~吉 151m x 11llJ = 2ヶJiJr，4 /llJ x 1 /liJ 
鈴木官古 ヶm

明治 371904 8 1 10 0 0.15 0.600 8月
守j豆古代太!'!I¥， 保証人大食漬古 1511lJ x 1 IMJ = 1ヶ所
ヰ正J1b3、一什一一¥i江::yJ3ゴ1ココ

iりh台 381905 7 I 15 O. O. 2. 06 5.280 7-8月
守屋書 ít 太J'H\，保 ~iE 人矢 II(射二本i 15m] x 1 1m = 4ヶ所 4 IlJJ x 1 IliJ 
i年rl"J ，矢ÚH~喜ごf!1\ lヶiYr

明治 391906 6 10. O. 115 3.600 7 ~ 8 J=J 
すご }ffí~ 喜代太郎， 1来 iiiE 人矢IIH~1二右 151111 x 1 1日1= 5ヶ所。 11創立 lケ

j!ì;rl"l，矢 IIH~f~r 二郎 月 4棟は 2ヶ月{吏m

IljJi台 391906 7 6 10. 0.100 1. 200 7~8 月
守j主宰代太郎 i来日iE人矢111鳥仁子(:=i15H号x11llJ = 5ヶj汗 l棟は 1ケ

待j1") ，矢IIH~喜三:良1\ FJ， 4 N[は?ヶ月使JlJ

rlj]治 401907 7 I 15 00.1.00 2.400 7 ~ 8 }，] 
守屋喜代太郎f 保証人矢 11l!~仁右 151i.lj x 1 IllJ = 5ヶ所 2材iは lゥ

({(;[I"1. 矢r/(!主宰ご!'!I¥ ;=1. 3械は 2ヶ月{主}FJ

i別出i40 1907 7 15 O. 0.125 1.800 8 )ヲ
守屋喜代太郎，保証人矢IIH~仁右 15111J x 1 11i] = 5ヶ所 2棟(ま]ケ

待II勺， 矢臨海喜三郎 月 3H[は 2ヶ丹{主J!J

iりh合 411908 7 30 0.0 0.10 全1:家守'Jj'i喜代太郎

矢部五兵衛，社掌;守屋喜代太郎， 101IIJ x 4 lilJ = 1ヶ汚r，15111J x 4 
大正 l 1912 / 9 O. O. 2. 00 6.000 7~8 月 葉山dj'右衛門， jfJ EEI 11:右衛門， IHj = 1ヶ所

矢IIH~'，:;i;古

大j1:: 4 1915 / 19 o 0 O. 12 0.600 8J'J 矢部五 Jí~({i:f， tl:学守!主再代太f!j¥ 6111] x 311lJ = 1ケrYi'

大正 5 1916 6 O. O. 0 20 1.200 7~8 月 矢去1¥五兵衛 社主主守屋喜代太郎
7許可 x3111) = 1ヶ所 31:lJ x 31l1J 
l ゥーが1

大ir 6 19171 7 O. O. O. 20 1 1 200 1 7 ~ 8月 矢部Jiよど，i!:ι 子1:掌守j主謀{七}:::J'!I¥ 10lBJ x 5 IliJ = 1ヶ所

(守j主家文書「官有地使用 j~NJ 等をもとに作成)
注)空11制は;-le:ii誌のないことを示す。
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「葉山村掘内別荘貸家貸IMJ 位置案内I!!告IzlJに

も，大正前期以HIjよりやや海岸線より離れた位置

に， I他人吏衣所Jが11棟と f共同更衣所jが 1i東

北iかれていた。森戸海岸には，昭和30年代まで海

水浴吏衣所が設註されていた。

海水浴更衣所の申請者について，全員が森戸ネ111

社の氏子であり，垢;内地 I~: の地元住民が中心で

あった31)。とくに，大正元年(1912) と大正 4年

(1915)から 6:¥j三にかけて申請を行った矢部五兵

衛は，明治17年(1884)の葉山I!lT役場文書「鑑札

御下付願」には薪炭商と記され，大正12年の「葉

山村堀内別荘貸家貸I1:¥J商宿位置案内I!l各IZJJには堀

内地区に矢部五兵i軒i荷);5とある O ただし，矢部五

兵衛をはじめ字詰者による ~IFiI地経営について

は確認できなかった。

海水浴吏衣所の利用の実態について，年次によ

り規模に相違がみられるが 1棟当り 151H]x 1 IIIJ 

のものが 5棟設置される事例等がみられた。大正

期以降は， 10lHJ x 5 lj，jJをはじめ，より大型のもの

もみられた。 構造に注目すると，大正元年の申請

によれば，什宝は杉丸太を用ひ犀根及JffiJI311は支

にて造る」という状況であった。海水

浴更衣所は，内経部の別荘地の利用者に対する吏

衣を目的としており，飲食物の販売をはじめ，現

在の海の家にあたるサービスは行われていなかっ

た32)

第 5表は，守屋家文書 IE!々 茶代売上中長」等の

茶);~~の|帳簿をもとに 森戸神社の茶J;5 の lTx~友 I~~j 1=1 

を示したものである O この資料によれば，明治29

年(1896)から大正 2年(1913)にかけて， 7~ 9 

月前後に森戸ネIjl社境内に茶)苫がみられた。また，

第 6図には，森戸神社境内の休恕所も示した。守

「官有地使月引r顕」等には，明治291'i三から

大正 2年にかけて.森戸ネ11咋t境内に休憩所を 2棟

る申請書がみられる O 申請書によれば，

i霊WJIよりは12ヶ月間となっているが，申請された年

次は茶応の帳簿とおおよそ一致する O つまり，森

戸神社の茶);5とは，森戸ネ111社境内の休]百円?を利用

して飲食物の販売を行っていたと推察される O な

お， I昭和初期には，森戸神社J党内に茶);~~は出 j古さ

第5表森戸ネIjrn茶}，riのJ1Y.i泣 i，~\ U 

ij'.!)( i
 

l
 

l
l
 

茶. まんじゅう. らむね. くわし.挑
i明治2911896 1 ; 

実。 J.';;11
;せんぺい，手11菓 j七

立~f\ ラムネ.王 f\ さつまいも い
iリJ治30118971も

! ， A r-.A 1茶. らむね，なし。かし. くわし。あ
iり?治31118981 

| |んぱん

明治321 18991茶。なし，ら

nt-' ， '. r..r 日 J主主， らむね. なし，かし， くわし
IVJh¥33 1 1引目川
リ ん ム 1んぱん.なし.さつまし斗).いも

茶. (;fん，らむね，王 j¥*T.Id:し

うり.いも.;j(あめ，おきなあめ， も
i閃j日341 1901 1 

ろこし。 た(工こ. こなベコカ、し.-o、う IY
っかし

茶， くわし。たばこ。いも.はつか.
i別治381 1905 1; 

らむね.なし

茶。 くわし， らむね. ビー jレ， ノトびん
]9061 

ビール.いも，なし.ぶどう. もも

iりJdi4011907 

イダー守 シトロ
ンビール， キリンビール，二1二ピスピー

i明治43119101 
jレ，三矢サイダ一。0.線サイダー. 11-: 

1 't i....'(， I茶.くわし.サイダー，三矢サイ
大正 2 1 ]9131 

i iダー，せんぺい胃たばこ

(守出家文明:1" [jペ J14代光 uリd ':'れをもとに作成)

注)表記は資料通りである。

れていなかった制。

茶!苫の経営には，守屋家の関係者や，森戸千11I社

j司辺に居住する女性が従事していた。取扱品目に

注目すると，茶や侵頭や飴菓子をはじめとする莱

ラムネやサイダ一等の飲料!日11，ビール等の

酒類，タバコ等がみられた。とくに， Iふうげつ

がし」すなわち風月堂で製造されたとみられる菓

子や， Iばんjないし「あんぱんJ. I王子J. Iせい

ようなしjや「ももj等の巣実といった，東京市

や横浜市方市からの仕入や，高級な11誓好iiF!とみら

れる商品もみられた。なお，明治39年と i明治401'1三

(1907)の帳簿には， Iせいようなし，高梨つなし

まJや「いも，つなしま」という記述がみられた。

この記述から，茶);~~で販売する洋ナシや甘諸につ

いて，大正期までに果樹産地が成立していた網島

地区(現横浜市港北医)からの入荷もみられたと

推察される O また，守屋家文書「茶代うり上邑J

一日一



によれば，明治43年(1910)には，堀内地区の商

!苫よりサイダ一等の飲料品やビール等の酒類の入

荷がみられた。茶庖では 毎二年25円前後の売上が

みられた。

第 6表は，葉山家文書:r醤irJ3注文帳pllをもと

に， 11苦手[J14年(1939)11月から昭和15年(1940)

1]月にかけての，別荘地や葉山以外の居住者から

の注文を示したものである o r醤irl:!注文11)長一jによ

れば，葉山家の醤il13や味11普の注文先として，堀内

地区をはじめ，北部で、は逗子IHJ(現逗子市)，東

部では横須賀市中心市街， r:令官日では一色地区や秋

谷地IZ(現横須賀市秋谷) 長井地区(現横須賀

市長井)，三111奇地区(現三浦市三11)奇地i亙)等，三浦

半島西部を中心に広域に展開していた O

また，東京市rm谷区の歯科器械街ぞ，東京市渋

谷区の建築業の別荘地からの注文がみられた。さ

らに，東京市日本橋区のタオル商をはじめ，千葉

県市)11市，東京市京機杉並区といった葉山以

外の居住者ーからの注文もみられた。これらの住民

は， r醤1I!!住文111jむにはIj荘」と記されていなくて

も，羽Iml村地!玄周辺の別荘地からの注文であったと

推察される。 注文の時期は 歯科器械Miの別荘地

では， ;J I) :I1の利用が煤んになる 7~8 月に多くみ

られた。ただし，夏季以外にも注文がみられ，こ

れは避寒 I~l r均等での別荘の利用と!ょっわると推察さ

れる。とくに， 11日夜115ii三l丹23日と30日には，別

荘 1より石炭の注文もみられた。

つまり，葉山家では，葉山以外の居住者や別荘

地に対して，議d!やi床11i;!1の販売先を展開した。ま

た， 1113和10年代半ばには，夏季に限らず，避寒を

はじめ別荘地の通年利用の増加がみられたと推察

される O 葉山家でも，冬季における石炭の販売と

いった，別荘地の利用のあり方の変化への対応も

みられた。

4 )別荘地の利用者と地元住民との交流

別荘地の利用者と地元住民との交流について，

守屋家文書「森戸tl11社祭典費出入控111長」によると，

秋季大祭の費用として 氏子への集金がみられた。

同資料によれば，第 61z1の範囲付近では，大正13

第 6表 別荘地や葉rJ~以外の居住者による葉山

家への注文

注文者 fド}~ [ヨ 品1:1

昭和J15 1940 1 115 fi;，¥乙IIN1 l~t 1:1 

Il日手IJ15 1940 1 123 石炭200斤

IlH和 151940 1 131 石炭15ft

il白夜1151940 2 121 I床rrm111t 13 

H百平n15 ]940 3 130 l床l明1ftl:l. 味!l¥q1 Jせ1:1

ね思i!ITh色/東京
!li']手IJ15 1940 4 127 

「業 j 醤;1111 樽 1味 II(~ 1 
l~t 1:1 

T!i渋谷区l陥
I!ij手IJ15 1940 5 129 l米11段11QI~j 

ヶ谷!京IRJ
lIi1手fJ15 1940 7 112 i床!l(~ 1 141:1 

Il日午Il15 1940 8 12 f業J 告~'ìlll 1櫛

11日:.f1115 1940 8 118 !l本i幣1nl~1 

Ili.l手1115 1940 1012 i床!l\~ 1 1え|ごi

1liJ，布]15 1940 10 128 i味的 11当1:1

)lTHη15 1940 11118 「業J竪illJ1t彰

Ili:l手lJ15 19ijO 7 12ij i床1I台300匁

4自21i14 1和人J/ !.ijJ~{ 対1科務
1111手Il15 1940 7 127 11本11台5001)，

T!iE日谷区伝
被if!台 lIi:l手n15 1940 8 16 l床1I(~500匁

J.!0i1fT H自手IJ15 19ijO 8 112 味11111500匁

Ilii手IJ15 1940 8 120 l味11労500匁

別3一色/東京
11日午IJ1ij 1939 1212 「大J1Ji¥i1110.5j母

Tli渋谷区flJ建築業 Ilil手Il15 1940 2 13 「太j醤i1l10.5樽
主~li/ j 11(1手IJ15 1940 3 120 i味11民1500匁

l味IW1180])，入 1樽キJ!味
IlH手1114 1939 12116 11(114.51乱入]偽

ill11樽

Il!l手1115 1940 1 124 11本11将180])，入 l禅

Ilil手1115 1940 212ij 殺11よ11(1451{入(ー)

lIi:l手n15 1940 3 18 l味1I台180匁入 1樽

Ili:l手Il15 1940 3 123 「業JJ思illl大 1i時

11i:i手1115 1940 3 130 i床!l!;~;4. 51~t入 i 憎

llij手IJ15 1940 -1 113 11未明1800.入 1待
リミ }~(ïii 1:1 :;j~ 

タオ )vIlB手1115 1940 4 123 I~刺殺 180匁入 l 樽
l俄[2:機 LLJ

if!封 11日午n15 1940 5 [21 11よ11行180匁ノ¥i幣
lllj 本郷12:

1liJ，手Il15 1940 6 14 i味 11将 181~t 入(一)

1I(:l手Il15 1940 7 114 l床I税18貫入 l縛

11日手IJ15 1940 8 12 粒l床11台瞳100])，

lIi:l手n15 1940 819 「業」醤11114斗入(ー)

Ilii和 151940 915 l床11(1180])，入 i締

Ilil干Il15 1940 10111 
i床11'114 1楚EI入 i待。 1151ζ
1l\~180])，入 i 締

11日午1115 1940 10124 「業Ji品:'11114斗入 l樽

lIiHIl15 1940 11113 i床1I持180])，入 1得

IIU手n14 1939 1213 
l床 11台4. 立入 l樽
「業J醤;1111樽

7千業lljJ，"1打)11 II!H1115 1940 2 124 「業j醤11111簿

rI1i1iJII 
H日午1115 1940 5 111 

f!¥U 1% 111I 1憾。 i味11行
ij 51~ 入 l 侍

ilf:j手/J15 1940 1019 「立u醤illJ1 *呼
3東京TIi日本 II{汀n15 1940 2 125 i同ミ11台4.51当入 H誇

続i三本IHJ H託手1115 1940 6 17 
l府W/ι4入立5li監芝持母ム入 i 樽僑

IlU手Il14 1939 12112 
けミ11的 11将 IItll幹

[2:木J免IJrJ 21占i

5 杉活
i三 l:íiJ{z，:ケ Z~

11日午Il15 1940 6 122 i床11首21411:j

6 十世{iji，T1J中|三
本牧IIIJ 11日平n15 1940 715 fAU 1，笹川11i尊

l葉111家文書「醤?[lldミ文IIJjU rE! 本紳士J;~J をもとに作成。)

注 1)重量は判読不能であることを示す。
注2)注文者の空欄は不明であることを示す。
注3) (ー)は数量不明で、あることを示す。
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たかすな

年(1924)の場合，堀内地区東部にある高砂[11]ーでは
むかい!まら

22]ヨで46円51銭. !i5JJ京 IHTでは12戸で121J:j50銭で

あった。 区域により金額の相違がみられるが，氏

子 1]日当り 1~2 円程度であった。

また，氏子への集金とは別に，地元住民や外部

からの寄進も多くみられた。第 7表は. I森戸

神社祭典費出入控111jむよか堀内地区東部の)JIFEE

地の利用者からの寄進を示したものである O 第 7

表から，別荘地を利用している期1M]には，氏子の

2倍以上の金額にあたる. 2 ~ 5円程度の寄進が

恒常的に行われてい t:. o また，大正後期には • LLJ 

手にある別荘地の利用者より. 1O!工jや15円といっ

た高額の寄進もみられた。なお，別荘地の利用者

は，氏子数は地元住民の戸数と一致することや，

別荘地の利用者は通年居住していなかったことか

ら，氏子には加入していなかったと推察される O

秋季大祭の費用は，相撲のむや演劇J~~，L行等に利

用された。寄進は半ば義務的な側面をもつが，秋

季大祭への寄進を通じて.別荘地の利用者が地元

の行事に対して協力していた様子がみられる。

なお，別荘地の利用者は，祭礼だけでなく，堀

内地区内での道路建設や架橋といった土木工事に

も寄進した。第 6I~! の範仰には，森戸 )I! の支流に

「三家横Jという檎がみられる。「三家橋」のal来

について昏架檎以T~J (こは「三家橋J付近の森jゴ)I!

の支流には l~誌が少なく.迂 líî] しなければならな

かった O そこで，大正郊に.第 61ヌjの kとm. n 

に別荘地を所有していた 3家が寄進して架橋した

ことから. I三l!ffイ喬Jと名づけられ. I三家十局」へ

とII志社したあ)。つまり，土木工事への寄進は，地

元への貢献という側部だけでなく， 自身の別荘地

利用の手1J1雪1tのIIIJ-'二という性格をもっていた口

第7表 別荘地の利用者による森戸神社秋季大祭への笥:進

:qC(大
no 寄進者

1915 1916 1917 1918 1919 1920 1921 1922 1923 192/1 1925 1926 

東京rl1日本構[3
化学工業薬品臨 6.00 6.00 5.00 本:fillfr

一 一一一一東京1fT:豊多摩郡
丘00 6，00 機造業 包00l:j:1野11IJ仁jJ~IY. 

東京市'j:'.込|豆若 a.oo 2.00 
tí~王手1， /11]

前 …一C 
東京市麻布区本

5.00 5..00 5.00 "jnf:i役 2.00 3.00 、5.00 5.00 6: 00 6.00 j::j"IIrJ 〆

d 
東京r!i赤坂[R氷

1=1銀総裁 3.00 3.00 5.00 5.00 ノ 5.00 5: 00 5.00 5.00 10.00 
JI [IUJ 

京五日11京橋区銀
/(~?図耳石 5、00 5.00 5:00 3.00 3.00[ 10.00 

IIIT 

京};zT!l十IjlUJ [S:松
弁護士 2.00 3‘00 3: 00 3.00 3.00 3.00 5.00 

住IIrJ

東京市日本椛区

ノj 、IlI m~IIIT

l 東京11')品川区東
製造業 5.00 5.00 5..00 

品JI[

東 }~zTn ~jご込 [R:{~i 生物fう者。 j也理学
7.00 ア.00 10.00 10.00 7.00 

'!i';IIIT 三日 j史学校講ni!i

東京暗殺多摩郡
銀行経営 3.00 3.00 3.00 3.00 3.00 5.00 5.00 5.00 15.00 15.00 15.00 m 

渋谷IIITT'渋谷

東京T!J小石)1[[玄 医学博 i 大学名
3，00 3.00 3.001 3.001 5.001 5.001 5.001 5.00 5.00 5.00 5.00 

n 究能IlIj そF教授。天皇侍[Z.

(守屋家文書: I森戸神社祭典費出入控IV1~J. l~l'J き取り，土地台!授をもとに作成)

注 1)no.は第 61RIに対応する O

注2)向-1亙iilliにおける寄進者の変化は別荘地の利用者の交代を.空欄は属性が不明であることを示す。

注3)網かけは外部者が別荘地を11'1(得した期|討を示す。

a4) 金額の単伎は円である O

注5)大正12年(1923) には寄進の資料がみられない。
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N 第二次世界大戦後における貸家・麓関経営

と別荘地をめぐる生業の麗鑓

1)別荘地の宅地化

第 8図と第 9留は，聞き取りや土地台1I長 f逗

子市葉山u汀明細地IzU昭和39年(1964)版等をも

とに，昭和30年代後半における，堀内地i豆東部の

土地所有と土地利用を示したものである O 山手の

別荘地に注目すると，昭和10年(1935)に!亙者や

日銀総裁の別荘地であった区画では，分筆が進み

宅地となっている。これらの区間には，主に，東

京都や堀内地区に居住する，昭和20年代以降に新

たに転入してきた住民が居住している O また， 7JIJ 

荘地の分筆による宅地化や，学校法人の合宿所や

証券会社の保養所への転用がみられた。

ここ ifil?i1 

-:--: i，iJJII 
100m 

第 8@ 堀内地区東部の土地所有一昭和30i~三代

後半-

(地籍121.土地台11反をもとに作成)

一方，緩傾斜地の別荘地に注目すると，筆界や

土地所有は昭和10年とおおよそ同じであった。土

地利用について，土地台帳では同じ土地所有者と

記されていても， I逗子市葉1111HJ明主ltI地図」では

細分化された宅地が示されている区画がみられ

た。宅地の分譲は，主に昭和10年以前より居住す

る住民の所有地で行われた。

堀内地医東部の住民について， /ijj手1J10年前後と

!司じ位置に居住する者がみられた。この中には，

一次世界大戦で東京市の住居が被災したため，

昭和20年代以降は堀内地涯の別荘地に転入した住

民もみられた。一方，昭和20年代以降に新たに転

入してきた住民には，会社役員をはじめ，中間層

にあたる住民も存在した。さらに，葉山には外国

人も多く居住し，このうち堀内地区東部では 2戸

区2l 合宿所・ iむを19i

CJ :'7'五(''7'JiI!
醐醐岬 !と! 所打者の境界

一一.，託手J

二二 inl?i'i 

二三河川
100m 
山ーJ

第9図 堀内地区東部の土地利用一昭和30年代

後半-

([:iF]き収り逗子市葉山Il!T明記!日地12U(11日

和39ii三(1964)). 地籍IZI.土地台帳をも

とに{ノr=成)

- 14-



みられた。

つまり，垢J内地区東部では支給層の別荘地は

宅地や大学の合宿所，企業の保養所となった。中

間層の別荘地や地元住民の所有地で、は，宅地の分

譲もみられた。住民には.昭和10年代以前より j吉

住する地元住民や，戦災のため昭和20年代に自身

の別荘地へ転入してきた住民に加え，外出入を含

む新たに転入してきた住民もみられた。

2 )貸家・貸間の成立

先述の通り，垢j内地区では，大j王後Wjや昭和初

期に，商業者等の地元住民により，貸家や貸間の

経営がみられた。一方，第二次i世界大戦後には，

一般の地元住民による貸家や貸間の経営が急増

し昭和30年代を中心に盛んにみられたo r逗子

市葉山Il!T明主IB地図jB併1J39年版にも，大学の合宿

所や企業の保養所をはじめ，貸家として利用され

ていたと推察される住宅が多く示されている O た

だし，これらの資料では，別荘地と地元住民の宅

地の区別ができず， とくに貸間については十分示

されているとはいえなし」そこでT 地元住民への

開き取りをもとに，第二次l企界大戦後における貸

家や貸11NJの経営や利用実態を検討する O

昭和20~30年代の貸家や貸間は，主に ?f~l、家をは

じめ地元住民が従事し夏季に母屋を貸して納屋

に居住した。貸家や貸間は主に集落内に立地し

きj室根をもっ平屋建ての一軒家という構造の

貸家も存在した。また，地元住民は，別荘地の管

理人として，年間を通じて建物の管理や従事し

夏季には別荘地の利用者に対して食事の支度も

行った。別荘地や貸家.貸間の利用者のある

の 2ヶ月間で，約 1年分の収入を得る者も存在し

た。 Hjj和26i1三(1951)に逗子町立逗子中学校に赴

任した元教師によれば，生徒の中には別荘地等の

手伝人や育児補助に従事する女子が多数みられ

た。

3 )貸家・貸関経営と別荘に関わる生業への従事

第二次世界大戦後には，一般の地元住民は貸家

や貸n号の経営に従事するとともに，別荘の管理人

や槌木i搬入.大工をはじめ;JIHEに関わる生業に従

した。これらの生業への従事者は，昭和初期以

前に別荘j也として成立した宅地に居住する主に外

部出身の住民ではなく.従来の集落に)苦住する地

元住民であった。本稿では，場内地区北部のF氏

(男性)と，一色地区の y氏(女性)の事例を中心

に検討する O

まず，堀内地!互に民・住する F氏は. Iljj和20年

(1945)に堀内地区で生まれ，東京都心部の企業

へ勤務していた。堀内地区に居住し会社まで 2

時間30~40分ほどかけて通勤していた。 ß 家で

は. Il日和47~48il三(1972~73) の 7 月!こj~l 句から 8

月 iご句にかけて，堀内地区の!とi宅の 21){iyを大手総

合商社に貸IlIjし 主に海:水浴客の更衣iり?として利

用された O 大人は隣接するj夜間地区のヨットハー

ノすーへ出かけ¥子どもは地先の岩場等で遊んだ。

Il jj ;f[157年 (982) には • s氏の父母が退職を契機

に，堀内地区北部にある大学の合宿所の管別人に

従事した口。氏も. 1I'!J11ミ~こ会十Jを退職し平成18

年 (2006) まで管理!人に従事した。主な仕事とし

ては • s家で鍵を管JWし， 。氏夫妻とパートタイ

ムの従業員数人でお?と主 夕万の食主事事~;ドド，Î正{i- の i一i平判\f

;掃掃需帯.1除活訟ミ与弓等~~斗lにこむ従t司事王した O ミ主i七ミな不利lサJ)用TJ日1者者-には' 大学のU!}球

部やソフトボール音I~. 1註11j王将棋1~1~. 戦友会今~).;があ

り，夏季だけでなく秋季や冬季にも利用された。

昭和50年ft後半には，年間1.600人が利用した。

また • s氏は従来，機械メーカーの厚生部に勤務

していたため，退職した会社に対して，葉山周辺

において保養所として貸間を 2軒紹介した。

F氏の事例から， 。氏は堀内地尽から東京都ま

で通勤しており，堀内地区は大都市のベッドタウ

ンとしての性格も認められた O また，昭和40年代

に-11寺，会社への勤務を続けながら貸関経営に従

した O 一方， 1昭和57年以降は，会社を退職し

て，パートタイマーも雇用しながら，合宿所の管

理人を専業としていた。つまり，昭和40~50年代

の堀内地区は宅地化が進み，別荘地としての比重

が小さくなった。また，大学の合宿所や企業の保

養所も展開しこれらの施設の管理人として生計干

を維持する住民が成立した。
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次に，一色地区に居住する y氏は，プ大ζ正14年

(1925)に東京で

大工で、あつた夫と結婚し久良IJ岐!岐皮1郡部金沢H問町i汀J(現横

j浜兵市金沢!区玄)に居住したO しかし夫の逝去と，昭

和40年代における息子の結婚に伴い，一色地区に

ある嫁の生家へ移住した。嫁の家族は皇室関連業

務に従事しており 吹上御所から葉山御用邸への

転属に伴い一色地区へ転入した。 y氏は昭和40年

代前後より，知人の紹介で、米軍士宮のベビーシッ

ターに従事した。当初jは逗子市池子地区の米軍住

宅に居住する士宮宅に 3年間務め，横浜市本牧地

IRの「ベイ・ビューjという米軍住宅に居住する士

宮宅にも出向した。その後，知人の紹介にて資産

家の邸宅の手伝人に従事した。さらに，知人の紹

介により，昭和42年(1967)から平成比年 (2002)

まで鎌倉市にて手伝人に従事した。

一色地涯の y家の家屋は，大正12年(1923)の

関東大震災直後に完成したものである。昭和40~

50年代の夏季には，母屋を大手ホテルに貸家し

jJ!J棟も -11寺貸家とした。なお， y家のi匂いの住民

は，夏季に海の家を経営していた。

y氏の事例から ， y氏の嫁の家族は皇室関連業

務に従事しており 一色地区には栄二山御用邸に近

接して御用邸関係者の居住がみられた。 y氏は別

荘地の手伝人ではないが 昭和40年代以降は知人

の紹介により米軍士宮や資産家等の手伝人に従事

した。また， y家も F家と i司じく，夏季に貸家や

貸{討を経営していた。つまり，堀内地区をはじめ

葉山で、は，別荘管理人や手伝人，貸家や貸聞の経

といった，一般の地元住民にも別荘に関わる生

業が普及していた。

V 結論

本稿では，大正j明から|昭和50年代の葉山IHTJjffi内

地区を対象として，当該~JJj，日?の特徴である，地元

住民による別荘地や貸家-貸関経営の成立と展開

を検討したo

j十Ii南地方では， 1u'IJ J在外国人による別荘の

や.鉄道の!jj!J~主に{半し\明治前期より目!J荘地の I~ll

発が展開した。葉山付近においても，明治中期に

は堀内地区にベルツ博:土:やマルチーノ公使といっ

た外国人の別荘地の成立や，明治27年(1894)に

一色地区へ葉LL!御用邸も造営されたことを契機

に，別荘地が展開した。近代期に刊行された案内

記に注iヨすると，葉山に1¥悲接し鉄道が通じている

逗子では別荘地や海水浴が隆盛していった。一

方，堀内地区をはじめ葉山にも別荘地や海水浴が

展開し景勝地としても著名であった。

大正期から 117:5和初期の堀内地区では，葉U-I家と

いった地主による貸地や，地元住民による農地の

転売により， UJ腹の傾斜地に別荘地が展開した。

これらの別荘地には 主に東京市や横浜市等に居

住する，実業家をはじめ仁!=l間層にあたる住民が利

用した。また，堀内地区の海~J苧には，内陸部の別

荘地の利用者に対し，海水浴吏衣所が設置され

た。堀内地区の住民には，日!J荘利用者や海水浴客:

の増加する夏季に茶);J}を開業する者や，別荘地の

利用者へ得意先を展開する商業者もみられた。別

荘地の利用者は，祭礼における高額の寄fすをはじ

め，地元住民との交流がみられた。

第二次世界大戦後には，別荘地の宅地化や，大

学の合宿所や企業の保養所への転用がみられた。

また，一般の地元住民により，海水浴客に対し，

民家を利用した貸家や貸rMjの経営が増加した。さ

らに，大学の合宿所や企業の保養所の管理人や，

別荘地等への手伝人に従事する者が多くみられ

た。地元住民は，主に知人の紹介によりこれらの

に就業し専業として生計を維持する住民も

みられた。

つまり，別荘地開発の最盛期であった大正期か

ら昭和後期の堀内地区では，地主による農地の転

売や貸地による別荘地の開発，一般の地域住民に

よる貸家や貸聞の経営，合宿所や保養所の管理人

や手伝人等の別荘地に関わる生業が盛んに行われ

た。また，夏季の別荘地の利用者や海水浴客に対

し海水浴更衣所や茶!苫 貸間といった生業も展

開した。一方，別荘地の利月3者は，祭礼等を通じ

て地元住民との交流がみられた。これらの過程を

経て，葉山は別荘地として展開した。
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付記

本稿のf乍成にあたり.葉111郷土史研究会吉文書部

会の皆様や森戸神社・守屋大光氏をはじめ。葉山町在

住の皆徐には大変お Ht~ITJ'になりました。また，葉山政

夫氏や森戸千1¥111:・守J豆大光氏，神奈川県立公文書:館に

は，資料の閲覧や複写のご許可をいただきました。記

して厚く御礼申し上げます。本稿(j:. II章 l節を福

田 綾.IlI章 3節を淵津祐介.lV章を水島卓麿. 1京

とE章 2i:iii. III章 1. 2・4i!i'i. V章を花木宏D'Iが執

筆した。
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